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ブータン王国におけるRNR（Renewable Natural Resources）研究に関わ

る行政・研究組織とその活動

松島憲一・南 峰夫・根本和洋

信州大学大学院 農学研究科 機能性食料開発学専攻

要 約 筆者らが2005年から実施している食用野生植物に関する共同研究はブータン王国農業省の農林業

研究を統括している再生可能自然資源研究評議会（CoRRB）とその傘下の研究機関である再生可能自然

資源研究センター（RNR-RC）と共に実施している。ここでいう再生成可能自然資源（RNR：Renew-

able Natural Resource）とは農林畜産業資源のことである。また，農業省の生物多様性センター

（NBC）とも種の同定などで協力関係にある。この他に農業省農業局の土壌植物分析研究所，保健省の

伝統医療院，ブータン大学構成大学の一つ自然資源大学（CNR）とは今後の研究・教育の共同実施が期

待される。
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は じ め に

ヒマラヤ山脈を介してその北部がチベットと接す

るブータン王国は，その農業体系や食文化にチベッ

トの影響が強く，国内の高標高地ではヤクを中心と

した遊牧が行われ，中低標高地であっても牛などの

農畜複合の農業体系が営まれており，実際に国民の

食生活にはチーズやバターなどの乳製品が欠かせな

い。その一方で，照葉樹林文化に代表される湿潤な

東～東南アジアの山岳地域で見られるような農耕文

化，食文化もブータンの特徴であり，その例として

主に赤米を主食とすることや，ソバの栽培利用，麴

による酒造り，納豆様食品の存在などが挙げられ

る 。しかし，野菜に関してはトウガラシを

大量に栽培利用するものの，かつては，この他にカ

ブなどわずかな作目が栽培されているにとどまって

いたとされており ，これより，むしろ森林から野

生植物を採取し山菜として利用することのほうが主

であったとされている 。しかし，1970年代にブ

ータン王国が長らく布いてきた鎖国体制を解除する

とほぼ同時に日本の技術協力により野菜の栽培技術

が導入され，国内の野菜生産が徐々に増えてきた 。

さらに最近のインフラ整備，交通事情の改善により

インドからの輸入野菜も増加してきている状況にあ

る。このような野菜の栽培・利用の普及は，農家の

現金収入増加や栄養改善といった点で評価されるも

のの，その一方で，近年の同国の急激な近代化と相

まって，それまで利用されてきた伝統的な山菜等の

野生植物の利用が減少し，それに伴う健康効果など

の伝統知識が伝承されなくなることが懸念される。

このため，筆者らはブータン王国において食用利

用されている野生植物について，その植物種を明ら

かにするとともに，各地域で信じられている健康効

果等の伝統的知識を収集・記録保全するために，

2005年からブータン王国農業省再生可能自然資源研

究評議会（CoRRB:Council for Renewable Natu-

ral Resources of Bhutan，以下CoRRB）およびそ

の傘下研究機関である再生可能自然資源研究センタ

ー（RNR-Research Centre，以下RNR-RC）と共

同で現地調査を行ってきており ，2010年まで

の実施が予定されている。これは，今回のセミナー

の演者の一人であり，本研究開始当時に青年海外協

力隊員として同国に派遣されていた中島紀昌氏（現，

トキタ種苗（株））の仲介により実現したものであ

り，氏には改めて感謝の意を表したい。この共同研

究の結果，2007年までに確認された食用野生植物の

うち種子植物は33科62種にのぼり，これら結果を食

用野生植物図鑑‘Edible Wild Plants of Bhutan And
 

Their Associated Traditional Knowledge’として

信州大学大学院農学研究科とブータン王国農業省

CoRRBの共同で発行したところである 。

前述のように本共同研究はブータン王国農業省

CoRRBおよびその傘下研究機関であるRNR-RC
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と共同で実施しているが，実際は，これ以外の政府

機関，国立研究機関等の支援・助言を得ながら本研

究は実施されている。本稿ではこれらブータン王国

内の国立研究機関等の状況について解説し，今後の

日本とブータン王国，延いては信州大学とブータン

王国各研究機関・教育機関との連携についての展望

を論ずるものである。

なお，本稿で使われるブータンの行政・研究組織

名や役職名の日本語訳は筆者が便宜上訳したもので

あり，両国間で正式に認められた日本語名称ではな

い。

１．農 業 省

農業省は森林局（Department of Forest），農業

局（Department  of  Agriculture），畜 産 局

（Department of Livestock）およびCoRRBの４

部局と，これらのいずれの局にも属さない4つの独

立機関，農業食品規制庁（Bhutan Agriculture and
 

Food Regulatory Authority)，生物多様性センタ

ー（National Biodiversity Centre，以下NBC)，

農業市場庁（Agriculture Marketing Services)，

農村開発訓練センター（Rural Development
 

Training Centre)，さらに国営の種苗会社と食品会

社から構成される。以下に，筆者らが共同研究を実

施している部局・機関，または，研究上の協力機関，

さらには，今後の協力が期待できる機関について記

す。

1) 再生可能自然資源研究評議会（CoRRB,Fig.2)

農林畜産業研究および技術普及の統括を行ってい

る部局であり，我が国の農林水産省の農林水産技術

会議事務局に相当する。ここでいう再生成可能自然

資源（RNR：Renewable Natural Resource）とは

農林畜産業資源のことを示し，あえて農林畜産物を

「再生可能な」資源であるとしていることからも，

ブータンの農林畜産業の持続的な発展を目指してい

ることが伺える。局内には主に三つの部署があり，

それぞれ，研究計画の策定と評価，研究資金の管理

を行い，研究センターの運営を行うResearch Divi-

sion，機関誌の発行やデータベースの整備，技術普

及・教育を実施するResearch Communication
 

Divisionおよび長期的な展望に立った研究戦略・ガ

イドライン作成等を行うFarming System Division

である。また，傘下には４つの農林畜産試験場があ

る（次項で説明)。

現在のProgram Director（局長に相当）は

Tashi Samdupl博士であり今回の国際セミナーシ

ンポジウムの演者の一人である。また，同じく今回

の国際セミナーの演者の一人である Chief
 

Research Officer（次長に相当）のNarendra K.

Pradhan氏が，筆者らとの共同研究の責任者であ

る。

2) 再生可能自然資源研究センター（RNR-RC）

CoRRBの傘下には農林畜産業に関する国立試験

研究機関であるRNR-RCが設けられており様々な

試験研究が実施されている。これらRNR-RCは国

内に４センターがあり，それぞれ，首都のある

Thimphu県郊外のYusipang（Fig.3），Thimphu

の隣県であるWangdue Phodrang県のBajo，ブー

タンの中央部にあたるBumthang県の Jakar，そ

して東部のMongar県のWengkhar（Fig.4）の４

地域に設立されている。これらのRNR-RCはそれ

Fig.1 Location of agricultural and related field’s research institute in Bhutan.

For abbreviation,refer to text.
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Fig.2 Headquarter of Council for RNR Research of Bhutan in Thimphu

 

Fig.3 RNR-Research Centre Yusipang in Thimphu

 

Fig.4 RNR-Research Centre Wengkhar in Mongar
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Fig.5 National Biodiversity Centre in Serbitang,Thimphu

 

Fig.6 Soil and Plant Analytical Laboratory in Simtoka,Thimphu
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ぞれ，農林畜産研究における各研究分野のセンター

にもなっており，RNR-RC Yusipangは林業，

RNR-RC Bajoは普通作物，RNR-RC Jakarは畜

産，RNR-RC Wengkharは園芸作物の研究に力を

入れている。しかし，それぞれのRNR-RCは同時

に各地域の地域研究センターでもあるため，前述の

各分野の研究に特化して専門に行う訳ではなく，地

域の農林畜産業の現状にあわせた様々な研究および

普及活動も実施している。また，東部のRNR-RC
 

Wengkharでは日本の技術協力プロジェクトとし

て JICAの「東部2県農業生産技術開発・普及支援

計画プロジェクト」が2004年６月より2009年５月ま

で実施されていた。期間中，日本から専門家３名が

派遣され，ブータン東部地域での栽培に適した稲，

野菜，果樹の品種の選定およびそれらの栽培技術に

関する試験，さらには，それらの技術普及に関して

の技術協力が実施されてきた。

筆者らの共同研究に関しては，2005年から2007年

まではRNR-RC Bajo所属の研究員Dawa Delma

氏，2008年以降はRNR-RC Yusipang所属の上級

研究員Kinlay Tsering氏，全研究期間を通じて

RNR-RC Yusipang所属の研究員のLaxmi Thapa

氏の参加で実施されている。

3) 生物多様性センター（NBC,Fig.5）

農業省のどの局にも属さない独立機関の一つであ

り，首都Thimphu郊外の Serbitangに設立されて

いる。ブータン王国の生物多様性保全のための組織

であり，センター内には標本庫，植物園およびジー

ンバンクが設けられ，農林畜産物や野生植物の遺伝

資源に関する研究・収集・保全に関する活動を行っ

ている。我が国の農業生物資源研究所ジーンバン

ク や国立科学博物館筑波実験植物園 とも共同

研究およびそれに向けた事前調査が，すでに行われ

ている。

筆者らの食用野生植物の現地調査では植物標本を

各調査地域から採取しているが，これら採取した植

物標本についてはブータン国外への持ち出しが禁止

されているため，これら標本をNBCの標本庫に寄

託して種の同定についての協力を得ている。これに

関しては，同センターのTandin Wangdi氏，

Ugyen Phuntsho氏およびRebecca Pradhan氏を

はじめとした研究員の協力を得て実施している。

4) 農業局・土壌植物分析研究所（SPAL: Soil
 

and Plant Analytical Laboratory,Fig.6）

農業省農業局のNational Soil Service Centerに

属し，首都Thimphu県郊外のSimtokaに設置さ

れている。土壌および植物の成分分析を実施する研

究機関であり，2009年５月に筆者らが訪問した際に

は，原子吸光光度計，炎光光度計，UV－VIS分光

光度計，ガスクロマトグラフィーなどが設置されて

いた。現在はこの研究機関とは共同研究は行ってい

ないが，今後，食用野生植物の健康効果に関わる成

分の分析等を実施する際には連携も必要であると考

えられる。

２．保健省・伝統医学院（ITMS: Institute of
 

Traditional Medicine Services）

保健省の傘下の伝統医学院は首都Thimphuに位

置し，チベット医学の流れをくむブータンの伝統医

学に基づく伝統医薬や医療を受けることができる施

設である。かつ，伝統医学や薬草に関する貴重な資

料を有する図書館が併設されており，さらには伝統

医薬に関する研究も実施されている。2005年４月に

筆者らが訪問した際にも伝統医薬に用いる植物の標

本および写真などの展示を見ることができ，さらに

薬草等に関する研究成果の紹介を受けた 。

現在のところ筆者らは伝統医学院とは共同研究を

実施していないが，伝統医学で利用する薬草類は筆

者らの研究対象となる食用野生植物と重複すること

が多々あることから，今後，これらの食用野生植物

の健康効果を評価していく上では，連携も必要であ

ると考えられる。

３．ブータン大学（Royal University of Bhutan）

ブータンでは，かつては東部のTrashigang県の

Kanglungにある Sherubtse collegeが唯一の大学

とされていたが，その後，国内の専門学校等を大学

に昇格して組み入れ10の単科大学の集合体としてブ

ータン大学が組織された。農業大学に相当する大学

は自然資源大学（CNR: College of Natural
 

Resources）であり，首都Thimphuの隣県である

Phnakha県のLobesaに設立されている。2006年

に農林業に関する専門学校（NRTI: Natural
 

Resources Training Institute）から大学に昇格し

てブータン大学の構成単科大学として組み込まれて

現在に至っており，Agriculture，Forestry，Ani-

mal husbandryおよびExtension & Communica-

tionの４学科により構成されている。現在，筆者ら
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もしくは信州大学としてCNRとは共同研究もしく

は共同教育プログラムは実施していないが，今後，

農林畜産業に関する教育研究の両国の連携も必要で

あると考えられる。

４．終わりに

前述の通り，筆者らは2005年からCoRRBおよび

RNR-RCと共同で，ブータン国内における食用野

生植物の利用に関する研究を実施してきている。現

段階では本研究は，ブータン王国各地域における食

用野生植物の利用とその健康効果等の伝統知識の集

積，保全を実施しているところであるが ，次

の段階では，これら植物種が持つとされる健康効果

や禁忌についての科学的な評価，さらには，その健

康効果の要因物質に関する成分育種や栽培種との交

配による新品種の開発などを実施していく予定にし

ている。これら新たな研究の局面については，現在

持ち出しが禁止されている研究対象植物標本等の扱

いについて，より慎重に協議していくとともに，こ

れら共同研究をCoRRBおよびRNR-RC以外の，

本稿であげた様々な研究機関にも広げていく必要も

あると考えられた。また，本研究のそもそもの着眼

点は，ブータンが山国であり，ブータンと同様に山

間地域である長野県との食文化や農耕文化に類似性

が見られたことにある。例えば，両地域では，山林

から採取する野生植物，すなわち山菜類が数多く食

用利用されており，一部植物種では両地域で共通す

ることもわかっている 。本学部・研究科は我が国

の中でも有数の山間地域である長野県に所在し，そ

の地の利を生かした様々な農林業研究を数多く実施

してきている経緯がある。今後，筆者らの研究グル

ープだけではなく，本学部・研究科全体として

CoRRB他ブータン王国の農業関係研究機関と山間

地農林業研究を共同で推進し，さらにはブータン大

学CNRと共同教育プログラム等を実施し，両国の

人材育成を共同で進めていくことには大きな意義が

あると考えられる。
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Research and Administration Organization for RNR (Renewable Natural Resources）in
 

Bhutan

 

Ken-ichi MATSUSHIMA,Mineo MINAMI,Kazuhiro NEMOTO,

Department of Sciences of Functional Foods,Graduate School of Agriculture,Shinshu Univ.

Summary
 

The joint research on the edible wild plant in Bhutan is being carried out from 2005 by Shinshu
 

University and ‘Council for RNR Research of Bhutan (CoRRB)’which covers with the research of
 

agriculture and forestry in Ministry of Agriculture and‘RNR-Research Centre(RNR-RC)’which is the
 

subsidiary research institution of CoRRB.‘Renewable Natural Resource(RNR)’signifies the resources of
 

agriculture,forestry,and the animal husbandry.Also‘National Bio diversity Center(NBC)’which belongs
 

to Ministry of Agriculture is cooperating with us for identification of species of samples.Here after it is
 

desired to promote wide collaborative research and academic exchange between Shinshu University and
 

organization for RNR in Bhutan such as‘Soil and Plant Analytical Laboratory’belonging to the Ministry
 

of Agriculture,‘Institute of Traditional Medicine Services’belonging to Ministry of Health and‘College
 

of Natural Resources’which is one of the colleges of‘Royal University of Bhutan’.

Key word:Agriculture,Forestry,Animal husbandry,Research,Administration,Bhutan
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